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三

宅

克

己

さ
て
待
ち
望
む
婆
樣

な

る
も

の
、
今

日
來

る
か
明
日
來

る
か
と
待

ち
に
待

ち
た
る
處

、
豈

圖

ら
ん

婆

サ

ン
の
娘

が
大
病

に
て

、
是

非
其

看
病

に
行

か

ね
ば
な
ら
ぬ
と

て
今

は
來
ら
ぬ

も
の
と
相
成

申
候

、
小
生
が
計
畫

は
茲

に

一
轉
し

他
に
何

の
良
策

な
く

、

一
時

當
惑

仕
候

、
御
承
知

の
如
く

、
當

地

は
皆
養
蠶
或

は
機
織

等
の
仕
事
有
之
候
爲

め
、
病

人
か

『
ナ
ラ

ズ

モ
ノ
』

の
ほ

か
は
雇

ひ
に
應

ず

る
も
の
更

に
無
之

、

不
得
止
自
身
で

自
身

の
世
話

を

な
す
に
若

か
ず

と
愈

々
自
炊

と
決
し
申

候

。
小
諸

町
に

て
は
東
京

よ
り

來

た
繪

の
先
生

と
言
ふ
、
其
先

生
な

る

も
の
大

に
決

す
る
處

あ
り

て
、
第

一
に
来
屋

に
行
き
て

米
を
誂

へ
、
醤
油

、
油

屋

、
薪

屋
、

炭
屋

、
砂
糖
、

鹽
ま
で

も
と

も
と
も

に
買
來

り
、
其
日

よ
り
は

四
疊

敷
の
臺

所
自
由
勝
手

或
時

は
ビ

ー
フ
、

ス
テ
ツ

キ
も
出

來
、
オ

ム

レ
ツ

も
出
來

、
又
或
時

は

つ

く
だ
煮

で
茶

漬
を
か
き
込
む
時

も
あ
り

、
福
神

漬

に
舌
を

う
ち
鳴

す
時

も

あ
り
、
其

愉

快
さ
其
美
味
な
る

、
到

底
他
人

の
想
像
の
及

ぶ
べ
き

も
の
な

ら
ず

と
存
候
。

今
は

一
二
人

の
友

人
が
來
て
も

決

し

て
食
事

に
差
支

ふ
る

が
如
き
こ

と
必
す

無
し

、
な

ま
じ

の
お
嬢
樣

の
臺

所
仕
事

よ
り

、
小

生
の

方

遙
か
に
勝

る
を
信

じ
候

、
君

、
必
ず

八
月

に
來
り

玉

ひ
て
、
先

づ
小

生

が
家

に
宿

泊
な
し
給
は
ん

事
を
、
今
は

買
た

て
の
新
し
き
蚊

帳
も

あ
り

、

夜
具

も
あ
り
、

又
昨
口
拵

ら

へ
た

て
の
枕

も
あ
り

、
況

ん
や

小
生
得
意

の

料

理
あ
る
に
あ
ら
ず

や
。

小

生
が
目

下
の
生
活
總

て
如

右

、
若

君
來

る
な

ら
糠
味
噌

の
茄
子

の
新

漬
を
も
作

る

べ
く

候
、
味
噌

汁

を
も
拵

へ
可
申

、

必
ず
御

不
自
由

は
致
さ

せ
ま

じ
く
候

、
今

は
そ

ば
屋

へ
通

ひ
し

よ
り
も
時

間

は
省
け

、
美

味
な

る
も
の
も
食

ふ
事

を
得

、
尤

も
好

都
合

に
御
座
候

、

御
安

心
下
さ

れ
た
く

、
當

地

に
て
は

、
牛
肉

は
日

曜
は
ら
で
は
屠
ら

ざ
れ

ば
毎
週

木
曜
日

以
後
は
食

ふ
事

不
能
候

、
日
曜

の
朝
早
く

、
未

だ
空
氣

の

冷

た
き

時
、
往
來
ベ
ル

を
鳴

ら
し

つ

ゝ
歩
く
小
僧

あ
り

、
是
即

ち
牛
肉

の

注
文
を
取

り
あ
る
く
者

に
て
、
未

だ
靜

か
な
る
町

の
う

ち
、
こ

の
ベ
ル

の

音

が
響

き
亘

る
時

は
、
實

不
可
言

一
種

の
感

に
撲

た

れ
候

、
蓋

し

ベ
ル
の

響

は
牛

の
屠

ら
れ

る

を
報
ず

る
が
故

に
候

。

小

生
目

下
の
有
樣
す

べ
て
右

の
如
し

、
或
時

は
先

生
と

呼

ば
れ

て
澄
す
時

も
有

之

、
或
時
は

お
サ

ン
殿

を
も
權

助

を
も

一
人

に
て
八
人
藝

に

御

座

候

、
夕

食
後

は
大
低
散
歩

な
が
ら
食
物

の
買
入

に
參

り
候

、
小
諸

の
町
で

は
、
大
低

小
生
の
何
者

た
る

や
は
早

や
隅

々
迄
も
知
れ
亘
り
居
候
樣
見

受

申
候

、
隨

分
氣
取
り

屋

連
中
に
は
チ

ト
出
來
兼

候
事

と
存
候

へ
共

、
決

し

て
體
面

に
關

す

る
事
な

く
寧

ろ
面
白
く
候

、
小
生

の
如
き

小
諸

の
人
間

に

は
用
事
な
く

、
畢

覚
風

景

の
み

に
親

し
き

交
際

を
求

む
る

も
の
な

れ
ば
、

タ

ト
へ
小
諸

の
人

士

に
何

と
思

は
れ
候

と

て
決

し
て

損

失
は

少
し
も

無
之

候
、
昨
夜
も

不
斗
佛

の
大
畫

家

ジ
ヨ

ン
、

フ
ラ

ン
ソ

、
ミ

レ
ー
の
傳

を
讀

み
申

候
處

、
氏

が
幾
多

の
困
難

に
打

勝
ち
遂

に
芳

名
を
世
界

に
輝
し
申

候

事
な

る
が
、
小
生

も

タ
ト

ヘ
ミ
レ
ー

の
成
功

な
く

と
も
、
幾
多

の
困
難

に

打

勝

つ
だ

け
は
必
ず

敗
け
ぬ
決

心
に
御
座
候

、
殊

に

『
已
れ

の
額

に
汗

し

て
己

の

パ

ン
を
喰

ふ
べ
し
』
と

は
ミ

レ
ー

の
金
科

玉
條

と

せ
し
處

と
申

す

が
、
實

に
吾
人

を
奮
勵
せ

し
む

る
天

の
聲

と
存
候
「

野

に
出

て
ゝ
天
然

の

美
景

を
寫

し
、
家

に
歸

り

て
獨

り
静

か
に
己
れ

の
炊
ぎ
し
美
飯

を
食
す

、



こ
れ

昨
今
小
生
の
境
遇

、
困
難

の
内

又
自
か
ら
喜
悦

あ
り

、
苦

痛
の
裡
又

自
ら
希
望

あ
り

、
御
推
察
下

さ
れ
度
候
。

本
日
早
朝
藤
村

氏
來
ら
れ
候
、
小

生
未
だ

め
し
を
も
炊

か
ず
候
砌

、

ダ

シ

ヌ
ケ
に
て
實
は
閉

口
致
候

へ
共

、
他

の
人

に
て
は
無
之

、
繪

な

ど
見

せ
、

漸

や
く
火
を

つ
く
り
茶

な
ど
入
れ
、
種

々
様

々
の
話
出
で
申

候

、
話

い
よ

い
よ

出
で

ゝ
愈
佳
境

に
入
り
申

候
處

、
藤
村
氏

曰
く

、
君
未

だ
食
事
前

な

れ
ば

私
の
家

に
來
り
朝
飯
を

食

し
玉
は
ず

や
と
、
小

生
直
ち
に
其
厚
意

に
從

ひ
、
少

し
冷

つ
く
朝
風

に
吹

か
れ

つ

ゝ
、
瓢
箪

池

な

る
氏

が
庵

に
參

り
候

、
小
生

が
宿

よ
り

僅

か
に

二
町
に
不
足

、
時
間

に
し

て
僅

に

五
六
分
間

に
て

達
す

、

道
に

も
や
は
り
話

は
絶

え
ず

、
家

に
入
り

て
も
未
た
盡

き
ず

、
時

に
氏
は

一
冊
の
手

帖

を
出

さ
れ
申

さ

る

ゝ
や
う
、
私

は
毎
夕

雲

の
研
究
を

致
し
居
候

と

て
、
形

の
變

化

色

の
變

化
、

一
々
細
詳

に
記
載

し
あ

る
も

の
を
示

さ
れ
申
候

、
其
注
意

の
周

到

な
る

一
驚

を
喫

し
候

、
小
生
が
知
れ

る
畫

家

の
う
ち

、
未
だ
如
此

研
究

に
熱

心
な

る
人

一
人

も
無

之
候

、
天
色

の
研
究

に
熱

心
な

る
人
、
却

て
是

に
畫

家

の
内

に
見
ず
し

て
文
人

の
内

に

見

る
は
寧

ろ
嘆

息

い
た
し
候

、
世

の
中

に
は
陰

然
如
此
人
が
あ
れ
ば

こ
そ
、

眞
面

目

の
畫

家

も
幾

分

の
希
望

あ
る
を

認
め
候
、
兎

に
角

に
、
下
手
な
畫

家

よ
り
少
し
く
氣
慨

あ
る
文
學

者
な
ど

の
方
遙

に
好
き
友

に
御

座
候

、

一

は
文
字

を
以

て
天
然

を
歌

ひ
、

一
は
色
彩

を
以
て
天
然
を
畫

く
、
其

手
段

に
於

て
は
多
少
相
違

こ
そ
あ
れ
其
根
原

は
即

ち

一
に
御

座
候
。
ま

だ
ま
だ

有
之
候

以
下
次
回

に
申

上
べ
く
候

。

　
此

書

面
は
過
日
認

め
候

七
尺

の
代
り

と
し

て
差

上
候

、
惣
丈

け

一
丈

に

　
御
座
候

。

　

　
　
　

三
十

二
年

七
月

信

州
小
諸

に
て

　
　

　
　
寫

生
旅

行
家

の
た

め
に

△
足

の
甲

と
裏

へ
樟
腦

油

を
よ
く

塗

つ
て

置
く

と
疲

れ
が
出
ぬ

と
の
話

(
ま
た
試

み

ず

)
△
三
里

の
灸
點

は
効

が

あ
る
や
う
だ

△
草
鞋

懸

と

い
ふ
足
袋
は
少

々
大

ぶ
り

に

作

つ
て
置
く

べ
し

、
水

に
入

つ
た
後

は
縮

む
た

め
穿
け
な

く
な
る

△
流

れ
を
徒

渉

る
に
は
川
幅

の
廣

く
し
て

緩

や
か
な
處

を
選
む
は
勿
論

で
あ

る
、
そ
し

て
川

上
よ
り
川
下

へ
斜

に
渉

る
方

が
無

事
で
あ

る
、
丈
夫

な
杖

を

一
本
持

つ
て
そ
れ
を
突

い
て

ゆ
け
ば

足

を
と
ら

れ
て
轉

ふ
憂
が
な

い

△
腰

か
ら

上
の
水

は
經
驗
な

き
人

は
決
し

て
徒
渉
す

べ
か
ら
ず

△
急
流
を
渉

る
に
は
重

い
石
を
抱

い
て
ゆ
く

と
足
に
力

が
は

い
つ
て
よ

い

と
の
事


